
  

 

 

 

 

 

 

 

調査の概要  調査日    平成 25年４月 24日（水） 

調査対象 小学校６年生 中学校３年生  

調査内容 ◎教科に関する調査（国語、算数・数学）  

Ａ：主として「知識」に関する問題 

Ｂ：主として「活用」に関する問題 

◎質問紙調査（児童生徒に対する調査） 

教科に関する調査の結果（平均正答率の比較） 

 
小学校 中学校 

国語Ａ 国語Ｂ 算数Ａ 算数Ｂ 国語Ａ 国語Ｂ 数学Ａ 数学Ｂ 

全国との比較 やや低い わずかに低い 高い 高い 高い 大変高い 極めて高い 極めて高い 

静岡県との比較 高い わずかに高い 高い 高い 高い 大変高い 極めて高い 極めて高い 

 

質問紙調査の結果（全国と比べて分かった三島の子どもたちの生活や学習のよい傾向） 

・朝食を毎日食べている                               ・読書が好き 

・普段、テレビやビデオの視聴時間が１日に３時間以内   ・家で予習をしている（中学生） 

・図書室や図書館に週１回以上行っている        ・学校に行くのが楽しいと思っている 

・地域の行事に参加している（小学生）         ・自分にはよいところがあると思っている 

・人の気持ちがわかる人間になりたいと思っている 

 

伸ばそう！子どもの学力 
平成 25 年度全国学力･学習状況調査 三島市の結果 

三島市教育委員会 平成 26 年 2 月発行 
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 本調査は、子どもたちの学力や学習状況を

把握し、その結果を今後の教育活動に役立て

ていくことが目的です。三島市学力分析検討

委員会において分析した結果を報告します。 
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学校では 

 

 

 

 

の指導を充実していきます 
 

◎目的に応じて、情報の取り上げ方や書き方を工

夫して書く活動を充実します。 

◎根拠を明確にして、自分の考えを具体的に書く

機会を増やします。 

 

言語に関する基礎・基本 
書くこと 
読むこと 

家庭では 

 

 

 

 

を増やしましょう 
 

◎新聞やテレビのニュースなどについて家庭で

意見を交わす機会をもちましょう。 

◎新聞や本などを読み、活字や様々な文章に親

しむようにしましょう。 

 

様々な文章に接する機会 

＊紙面の都合上、調査問題と正答例を省略して示しています。 

国 語 

こんなところができています 

◎漢字の読み、ことわざや接続語の意味

の理解、敬語や歴史的仮名遣いの知識 

◎文章の表現の特徴を捉えること 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【小学校】Ａ問題３二(2)  
「だから」を使って１文を２文に分

けて書くとき、「だから」と同じような
働きをする言葉を選ぶ。 
 
 
 
 
 
１ しかし  ２ また  

３ ところで ４ それで  【正答４】 

新しく委員になった五年生は、放送機器の使
い方が分からなくて不安そうにしていたので、
ぼくは、これまでの経験を生かして、いろいろ
なことを教えてあげたいと思った。 

【中学校】Ａ問題４一 
図表「催し物案内」を読んで、「内容」

の欄に共通する表現の仕方の説明とし
て適切なものを選ぶ。 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

             【正答１】 

１ どのようなことをするのかを
簡潔な表現で紹介している。 

２ 箇条書きを用いて申込の方法

や期日を提示している。 

３ 読者に問いかけるような形で
参加を呼びかけている。 

４ 参加者の感想を交えながら講
座の魅力を伝えている。           

こんなところを伸ばしていきましょう 
〈小学校〉目的に応じて本や文章を読み、相手に分かりや 

すく伝えるように文を書くこと 

〈中学校〉文の接続に注意し、伝えたい事柄を明確にして

書くこと 

 

 
【小学校】Ｂ問題３一  

二人の推薦文を比べて読み、推薦する人物や理由を書く。 

 

 

 

 

【
解
答
の
ポ
イ
ン
ト
】 

読
み
手
に
問
い
か
け
て
い
る
文

を
探
し
て
み
ま
し
ょ
う
。 

同じ作者の複数の作品を取り上げ、
登場する主人公に注目しながら読ん
だ推薦文 

 

一つの作品を取り上げ、注目した物
語の最後の部分や全体を繰り返し読
んだ推薦文 

 

【解答のポイント】 
同じ作者の作品を読むことで、
本間さんがよかったと感じてい
ることは何かを探しましょう。 

【解答のポイント】 
物語を繰り返し読んだことで、花田

さんがどう感じたかを文中から探

して薦める理由を書きましょう。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

学校では 
 
 

を充実していきます 
◎問題を解決するとき、言葉や数、式、図、表、

グラフなど数学的な表現を用いて説明する活動

を充実します。 

家庭では 
 
 

をつくりましょう 
◎家庭学習では、できている内容と課題となる内容を確

認しましょう。また、「なぜそう考えたのか」など考え

方をお子さんが説明する機会をつくりましょう。 

 

お子さんが考え方を説明する機会 記述したり、説明したりする活動 

算数・数学 

こんなところができています 
◎基本的な計算問題を解くこと 

◎図形の性質や特徴、三角形の合同条件

について理解すること 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【小学校】Ｂ問題３（１） 
長方形の面積を４等分する分け方の

図と分け方の説明を対応させる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【正答 はるみ;2 げんた;1 あきこ;3】 
 

【中学校】Ａ問題７(１)  
AB=AC である二等辺三角形 ABC があ

る。辺 BC の中点を M として、直線 AM
を引く。このとき、∠BAM＝∠CAM であ
ることを証明する。証明の   に当
てはまる三角形の合同条件を選ぶ。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【正答 ア】 

こんなところを伸ばしていきましょう 

〈小学校〉単位量当たりの大きさを求める式と商の意味の理解 

〈中学校〉関数関係を見いだして考えること 

〈小・中〉事柄の特徴や理由を言葉や数、式など、数学的な表

現を用いて説明すること 

【小学校】Ｂ問題５（２） 
 平成 22年と平成 23 年を比べると、インターネットを利用し
た貸出冊数は増えているか。１から３の中から１つ選び、その
わけを言葉と数や式を使って書く。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                  

【正答 １ わけ；省略】 

【解答のポイント】 
割合が 60％で同じだか
ら、貸出冊数も変わら
ないと考えてしまいそ
うですが…。 
 

【解答のポイント】 
割合が同じだけど、貸出冊数の合計が違
います。平成 23年のほうがもとにする量
が大きいことに注目しましょう。 
 

【中学校】Ｂ問題３（３） 
 ２つの数量Ｘ〃Ｙの値の関係を表す点がグラフ上で一直線上
にあると考えて求められる事象をアからエの中から１つ選ぶ。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                      【正答 ア】 
 
 

Ｘ…標高 
Ｙ…気温 

Ｘ…速さ 
Ｙ…時間 

 

Ｘ…時刻 
Ｙ…気温 

２つの数量Ｘ〃Ｙの
関係を表す点がグラ
フ上で一直線上にあ

るものはどれかを考
えましょう。 
 

グラフ上で一直線上 
‖ 

変化の割合が一定 

‖ 
一次関数の特徴 Ｘ…重さ 

Ｙ…料金 
 

調査問題や正答例は文部科学省ホームページで

見ることができます。 



   このような子どもたちは平均正答率が高い傾向にあります    
※このページでの平均正答率は、国語と算数・数学の正答率を平均したものです。 

 

子どもたちの生活と平均正答率との関係 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 問い合わせ 学校教育課 ９８３－２６７１ 

 生活習慣   
・毎日、同じくらいの時刻に起きたり、寝たりしている 
・普段、テレビやビデオの視聴時間が１時間より少ない 

 

 学習への関心・意欲・態度  
・文章を書くことを難しいと思わない 

・国語や算数・数学の勉強が大切だと思っている 

・国語の授業で、考えを分かりやすく話したり、書

いたりしている 

・算数・数学の授業で、問題を解くとき、諦めずに

いろいろな方法を考えたり、公式の根拠を理解す

るようにしたりしている 

 

子どもたちの学力をさらに伸ばしていくために 

 学習習慣  
・家で、宿題、予習や復習をしている 

・自分で計画を立てて勉強している 

・読書が好き 

 

 他者との関わり・きまりを守ること  

・学校の規則を守っている 

・人の役に立つ人間になりたいと思っている 

・ものごとを最後までやり遂げてうれしかったことが 

ある 

・難しいことでも、失敗を恐れないで挑戦している 

・携帯電話の使い方について家の人と約束したことを

守っている、または、持っていない 

63.6  

70.4  
63.7  

69.8  

56.4  

66.9  

52.1  

59.8  

50

60

70

80

小学生 中学生 

「毎日、同じくらいの時刻に寝ている」の 

回答と正答率（％） 
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「家で、学校の授業の復習をしている」の

回答と正答率（％） 

学校では… 

・国語、算数･数学についての分析結果を授業

改善に役立てていきます。 

・自分の考えを書いたり、説明したりする活

動を充実していきます。 

・さらに家庭学習への支援を進めていきます。 

・全校に配置している学校図書館司書ととも

にさらに読書活動を充実していきます。 

家庭では… 

・お子さんのよいところをほめてあげましょう。 

・様々なことに興味が持てるように、身の回りのこ 

とや人と関わる機会を増やしましょう。 

・お子さんがどのように家庭学習を進めているか 

を見届けましょう。 

している    どちらかといえばしている     あまりしていない    全くしていない 


